
お知らせInformation

催　
　

し

募　
　

集

※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

母子保健事業　●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255
事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付 ７月29日㈪・８月５日㈪・19日㈪
８時30分～17時15分 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

※手続きには約30分を要します。

育児相談 ８月13日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問い

合わせください）

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 ８月15日㈭10時～16時 児童福祉課あんしん支援係 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 ８月８日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 ８月６日㈫・20日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

東城 ８月１日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

高野 ８月６日㈫13時～15時 高野支所

総領 ８月14日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ８月15日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 ８月15日㈭13時30分～15時30分 西城支所 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

口和 ７月25日㈭13時30分～15時30分 口和保健福祉センター 口和支所市民生活係
☎0824-87-2112

高野 ８月６日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

総領 ８月14日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
比和 ７月26日㈮13時～16時 比和自治振興センター 広島弁護士会による

無料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　西城 ８月９日㈮13時～16時 西城自治振興センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

認知症カフェ

庄原
「とんぼ」

８月６日㈫・20日㈫
13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課地域包括支援
センター係
☎0824-73-1165　

西城 「コスモスカフェ」
８月１日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城
「おれんじカフェ・ええ塩

あんばい

梅」
７月23日㈫13時30分～15時

東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

身体障害者　
補装具判定会 聴覚 ８月20日㈫13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

障害者相談員
定 期 相 談 会

庄原 ８月19日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 身体

社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210口和

７月22日㈪９時～12時 口和自治振興センター 身体・知的

７月24日㈬９時～12時 口和保健福祉センター 身体・知的

比和 ８月６日㈫９時30分～12時 比和ふれあいセンター 身体・知的

心の健康相談 ８月20日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

第
54
回
庄
原
市
少
年
少
女　

水
泳
記
録
会

　

市
内
19
校
の
小
学
５
・
６
年
生

が
参
加
し
、
背
泳
ぎ
、
平
泳
ぎ
、

バ
タ
フ
ラ
イ
、
自
由
形
、
２
０
０

ｍ
リ
レ
ー
、
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
で

自
己
最
高
記
録
・
チ
ー
ム
最
高
記

録
に
挑
戦
し
ま
す
。
本
年
で
54
回

目
と
な
る
歴
史
あ
る
大
会
で
す
。

　

昨
年
も
大
会
記
録
が
誕
生
し
、

大
変
盛
り
上
が
り
の
あ
る
大
会
と

な
り
ま
し
た
。
本
年
も
多
く
の
子

ど
も
た
ち
の
参
加
と
一
生
懸
命
に

競
技
す
る
選
手
へ
の
声
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

と
き　

７
月
26
日
㈮　

８
時
30
分
開
会
予
定

と
こ
ろ

西
城
温
水
プ
ー
ル「
水す

い
む夢
」

問
い
合
わ
せ　

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

三
次
看
護
専
門
学
校　
　

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　

看
護
教
育
の
内
容
や
学
生
生
活

の
様
子
な
ど
、
本
校
の
魅
力
を
お

伝
え
す
る
た
め
、
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

８
月
２
日
㈮　

13
時
～
15
時
30
分

※
12
時
30
分
受
け
付
け
開
始

と
こ
ろ

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校

（
三
次
市
東
酒
屋
町
１
０
５
１
８

‐
１
）

対
象　

中
学
生
、
高
校
生
、
社
会

人
、
准
看
護
師
、
准
看
護
学
生
な

ど
、
看
護
に
興
味
の
あ
る
方

内
容　

教
育
内
容
の
説
明
の
ほ

か
、
校
内
見
学
、
講
義
受
講
体
験
、

個
別
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

看
護
技
術
体
験
と
し
て
、
身
体

観
察
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
用
い
た

観
察
体
験
、
血
圧
測
定
、
手
浴
、

新
生
児
の
沐も

く
よ
く浴
、
注
射
法
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　

展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
学
生
生

活
、
入
学
試
験
過
去
問
題
、
テ
キ

ス
ト
な
ど
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
５
１
４
１

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
62
‐
０
９
５
４

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
ラ
ン
ナ
ー

実
施
日
お
よ
び
通
過
市
町

▼
令
和
２
年
５
月
18
日
㈪

三
次
市
→
庄
原
市
→
東
広
島
市
→

呉
市
→
坂
町
→
広
島
市

▼
令
和
２
年
５
月
19
日
㈫

廿
日
市
市
→
海
田
町
→
三
原
市
→

尾
道
市
→
府
中
市
→
福
山
市

内
容

▼
聖
火
が
と
も
さ
れ
た
ト
ー
チ
を

持
ち
、
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
を
各

自
の
ペ
ー
ス
で
走
行
し
ま
す
。

▼
ラ
ン
ナ
ー
の
走
行
場
所
な
ど

は
、
東
京
２
０
２
０
組
織
委
員
会

が
別
途
指
定
し
ま
す
。

▼
東
京
２
０
２
０
組
織
委
員
会
が

支
給
す
る
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
用

し
て
走
行
し
ま
す
。

公
募
人
数　

23
人（
23
市
町
ご
と

に
、
各
１
人
を
選
考
）

応
募
要
件（
主
な
も
の
）

▼
平
成
20
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方（
令
和
２
年
３
月
１
日

時
点
で
18
歳
未
満
の
方
は
、
保
護

者
の
同
意
が
必
要
）

▼
県
内
23
市
町
の
い
ず
れ
か
に
、

ゆ
か
り
の
あ
る
方（
現
時
点
ま
た

は
過
去
に
居
住
し
て
い
た
、
現
時

点
で
所
属
し
て
い
る
職
場
や
学
校

が
あ
る
、
家
族
や
親
戚
が
居
住
し

て
い
る
、
過
去
に
活
動
し
た
こ
と

が
あ
る　

な
ど
）

▼
国
籍
・
性
別
は
問
わ
な
い

▼
参
加
料
は
無
料（
集
合
場
所
ま

で
の
交
通
費
・
宿
泊
費
は
自
己
負

担
）

募
集
期
間

８
月
31
日
㈯
ま
で

応
募
方
法

　

次
の
方
法
に
よ
り
、
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

①
広
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の

フ
ォ
ー
ム
か
ら
応
募
（
各
市
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ア
ク
セ
ス

可
）

②
県
内
各
市
町
に
備
え
付
け
の
応

募
用
紙
に
よ
る
応
募
（
応
募
用
紙

に
記
載
の
宛
先
へ
送
付
）

問
い
合
わ
せ

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖

火
リ
レ
ー
広
島
県
実
行
委
員
会

（
事
務
局　

広
島
県
地
域
政
策
局

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
内
）

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
２
４
１
８

行
政
管
理
課
行
政
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
１
２

※
詳
し
い
応
募
要
件
・
応
募
方
法

な
ど
は
、
広
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
各
市
町
に
備
え
付
け
の
募

集
要
項
で
確
認
で
き
ま
す
。

■
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.pref.hiroshim

a.
lg.jp/site/2020-otr/

備
北
地
区
消
防
組
合　
　
　

消
防
吏
員

募
集
人
員　

若
干
名

受
験
資
格

平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

試
験
日
お
よ
び
場
所

【
第
一
次
試
験
】　

９
月
22
日
㈰

備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
大

会
議
室

※
第
二
次
試
験
に
つ
い
て
は
第
一

次
試
験
合
格
者
に
通
知

試
験
内
容

【
第
一
次
試
験
】　

教
養
・
適
性
検

査
・
作
文
・
体
力
測
定

【
第
二
次
試
験
】　

個
人
面
接

申
込
受
付
期
間

８
月
１
日
㈭
～
23
日
㈮

※
募
集
要
項
は
備
北
地
区
消
防
組

合
各
消
防
署
で
直
接
入
手
す
る

か
、
備
北
地
区
消
防
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.119-

bihoku.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
総

務
課

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
９
５
７
３

海
上
保
安
官

●
海
上
保
安
学
校
学
生

募
集
人
数　

約
３
４
０
人

受
験
資
格

４
月
１
日
に
お
い
て
高
等
学
校
な

ど
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
５
年
を
経
過
し
て
い
な
い

方
ま
た
は
令
和
２
年
３
月
ま
で
に

高
等
学
校
な
ど
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
方

受
付
期
間

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

申
し
込
む
場
合
】

７
月
16
日
㈫
～
７
月
25
日
㈭
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お知らせInformation

そ  

の  

他

広告

国営備北
丘陵公園
だより

備北公園管理センター☎ 0824-72-7000
（http://www.bihoku-park.go.jp/）

タイタンビカス
【開花】
７月下旬～９月下旬
※約2,000株

【ところ】
みのりの里
第２駐車場付近

カブトムシドーム

ジャブジャブ池

竹の遊具づくり

園
内
で
水
遊
び
!!

　

こ
と
し
も
公
園
内
に
は
い
ろ
い

ろ
な
水
遊
び
エ
リ
ア
が
登
場
!!

　
「
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
」
は
園
内
の

キ
ャ
ン
プ
場
に
あ
る
、
夏
の
大
人

気
水
遊
び
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
キ
ャ

ン
プ
場
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
公

園
利
者
も
利
用
で
き
ま
す
。
キ
ャ

ン
プ
場
内
に
専
用
駐
車
場
も
あ
る

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
他
に
も
大
芝
生
広
場
の

「
び
っ
く
り
シ
ャ
ワ
ー
」・
中
の
広

場
の
「
水
遊
び
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
、

各
所
で
水
遊
び
が
楽
し
め
ま
す
。

【
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
】　

開
催
期
間

７
月
13
日
㈯
～
８
月
25
日
㈰
は
毎

日
オ
ー
プ
ン
！

利
用
時
間

９
時
30
分
～
17
時
30
分

（
入
場
は
17
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

備
北
オ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ

中
国
地
方
最
大
級
!!
　
　
　

カ
ブ
ト
ム
シ
ド
ー
ム

　

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
大
人

に
も
大
人
気
の
カ
ブ
ト
ム
シ
ド
ー

ム
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
と
し
も
ド
ー
ム
内
に
「
ク

ワ
ガ
タ
ハ
ウ
ス
」
が
登
場
し
ま
す
。

　

こ
の
ド
ー
ム
の
最
大
の
特
徴

は
、
間
近
に
い
る
カ
ブ
ト
ム
シ
や

ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
に
触
れ
て
観
察
で

き
る
こ
と
で
す
。
虫
た
ち
の
力
強

い
動
き
を
体
感
し
身
近
な
自
然
を

実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

公
開
期
間

８
月
25
日
㈰
ま
で
毎
日
オ
ー
プ
ン
！

※
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
は
期
間
中
を
通

じ
て
、
カ
ブ
ト
ム
シ
は
８
月
25
日

ま
で
観
察
で
き
る
見
込
み
で
す
。

公
開
時
間　

９
時
30
分
～
18
時

（
入
場
は
17
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
森

※
最
寄
り
駐
車
場
…
第
７
駐
車
場

「備北夏まつり」
７月13日㈯～８月25日㈰

夏休みの思い出づくりや自由研究に
ぴったりのイベントが盛りだくさん！

ふ
る
さ
と
の
涼
　
ひ
ば
の
里

　

ひ
ば
の
里
で
は
昔
懐
か
し
い

体
験
が
い
っ
ぱ
い
！

【
竹
の
遊
具
づ
く
り
】

　

竹
の
水
鉄
砲
や
竹
と
ん
ぼ
を

作
っ
て
遊
べ
る
体
験
で
す
。

と
き　

７
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰
・

27
日
㈯
・
28
日
㈰

９
時
30
分
～
17
時

（
受
け
付
け
は
16
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

さ
と
や
ま
屋
敷

【
夏
の
お
菓
子
づ
く
り
】

わ
ら
び
餅
づ
く
り

と
き

７
月
13
日
㈯
～
15
日
（
月
・
祝
）

９
時
30
分
～
17
時

（
受
け
付
け
は
16
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

上
の
農
家

し
そ
寒
天
づ
く
り

と
き　

７
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

９
時
30
分
～
17
時

（
受
け
付
け
は
16
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

上
の
農
家

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
電
話
ま
た

は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
郵
送
・
持
参
の
場
合
】

７
月
16
日
㈫
～
18
日
㈭

試
験
期
日

【
１
次
試
験
】
９
月
22
日
㈰

【
２
次
試
験
】

10
月
15
日
㈫
～
24
日
㈭

●
海
上
保
安
大
学
校
学
生

募
集
人
数　

約
60
人

受
験
資
格

４
月
１
日
に
お
い
て
高
等
学
校
な

ど
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い

方
ま
た
は
令
和
２
年
３
月
ま
で
に

高
等
学
校
な
ど
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
方

受
付
期
間

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

申
し
込
む
場
合
】

８
月
22
日
㈭
～
９
月
２
日
㈪

【
郵
送
・
持
参
の
場
合
】

８
月
22
日
㈭
～
26
日
㈪

試
験
期
日

【
１
次
試
験
】

10
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

【
２
次
試
験
】　

12
月
13
日
㈮

【
そ
の
他
】　

海
上
保
安
学
校
は
一

般
職
員
を
、
海
上
保
安
大
学
校
は

幹
部
を
養
成
す
る
教
育
機
関
で
、

在
学
期
間
中
は
給
与
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
家
公
務
員
試

験
採
用
情
報
ナ
ビ
」
ま
た
は
「
職

員
採
用
／
学
生
採
用
」
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

第
六
管
区
海
上
保
安
本
部
総
務
部

人
事
課

☎
０
８
２
‐
２
５
１
‐
５
１
１
１

庄
原
市
斎
場
（
和な

ご
み

の
丘
）
の

利
用
に
つ
い
て

　

和な
ご
み

の
丘
が
全
部
供
用
開
始
と
な

り
３
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
か
ら
、
問
い
合
わ
せ
の
多

か
っ
た
事
項
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ

で
お
答
え
し
ま
す
。

▼
施
設
の
運
営
に
つ
い
て

　

和な
ご
み

の
丘
は
、
火
葬
を
行
う
た
め

の
施
設
で
あ
り
、
併
せ
て
式
場
や

待
合
室
な
ど
の
会
場
を
お
貸
し
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

管
理
運
営
は
、
民
間
会
社
に
委

託
し
て
い
ま
す
が
、こ
の
会
社
は
、

葬
儀
の
運
営
や
食
事
の
あ
っ
せ
ん

を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
葬
儀
の
運
営
に
つ
い
て

　

葬
儀
に
つ
い
て
は
、
ご
当
家
で

手
配
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
が
葬
儀
の
運
営
な
ど

に
つ
い
て
個
別
に
葬
祭
事
業
者
を

指
定
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
会
員
と
な
る
必
要
が
あ
る
か

　

和な
ご
み

の
丘
は
ど
な
た
で
も
利
用
で

き
る
施
設
で
す
。
市
は
会
員
登
録

制
度
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

高
齢
者
の
在
宅
介
護
を　
　

支
援
し
ま
す

　

重
度
の
介
護
が
必
要
な
高
齢
者

を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
に
、

慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

介
護
慰
労
金

◆
支
給
対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
要
件

全
て
に
該
当
す
る
高
齢
者
と
同
居

し
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方

【
在
宅
高
齢
者
の
要
件
】

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
し

て
い
る

②
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を

受
け
て
い
る

③
在
宅
で
介
護
が
必
要
な
状
態
に

あ
る

◆
支
給
額

在
宅
高
齢
者
１
人
に
つ
き
、
月
額

５
千
円

※
月
の
初
日
か
ら
終
わ
り
ま
で
入

院
、入
所
し
て
い
た
月
は
除
き
ま
す
。

※
支
給
は
原
則
６
カ
月
ご
と
で
す
。

◆
申
請
の
時
期

８
月
お
よ
び
２
月

特
別
介
護
慰
労
金

◆
支
給
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
申
請
書

の
提
出
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税

の
世
帯
で
あ
っ
て
、
次
の
要
件
全

て
に
該
当
す
る
高
齢
者
と
同
居

し
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
。

【
在
宅
高
齢
者
の
要
件
】

①
介
護
慰
労
金
の
要
件
に
該
当
す

る②
原
則
１
年
間
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い

◆
支
給
額

在
宅
高
齢
者
１
人
に
つ
き
、
年
額

10
万
円

◆
申
請
の
時
期

随
時（
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

な
か
っ
た
期
間
が
１
年
間
に
達
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内
に

申
請
）

◆
申
請
に
つ
い
て

　

い
ず
れ
の
慰
労
金
も
、
申
請
書

に
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
な
ど
の

確
認
印
が
必
要
で
す
。
申
請
に
当

た
っ
て
は
、
担
当
の
居
宅
介
護
支

援
事
業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
類
は
次
の
申
請
窓
口
の

ほ
か
、
市
内
の
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
に
あ
り
ま
す
。

申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
７

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
を
更
新
し
ま
す

　

現
在
ご
使
用
の
国
民
健
康
保
険

の
保
険
証
は
、
７
月
31
日
㈬
で
有

効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

　

８
月
１
日
㈭
か
ら
有
効
と
な
る

新
し
い
保
険
証
を
、
７
月
下
旬
に

「
水
色
の
封
筒
」
で
世
帯
主
宛
て

に
ま
と
め
て
お
送
り
し
ま
す
。
人

数
の
多
い
世
帯
（
被
保
険
者
が
５

人
以
上
）
は
、
封
筒
が
複
数
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
な
ど

で
受
診
す
る
際
は
、
新
し
い
保
険

証
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
方

で
、
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
は
、
国
民
健
康
保
険
の
資

格
喪
失
手
続
き
が
必
要
で
す
。
市

民
生
活
課
戸
籍
住
民
係
ま
た
は
各

支
所
地
域
振
興
室
・
市
民
生
活
室

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
８

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室

庄
原
赤
十
字
病
院
の
休
診

　

８
月
15
日
㈭
は
休
診
と
な
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
赤
十
字
病
院
総
務
課

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
３
１
１
１
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お知らせInformation

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　８月９日（金） ９時～ 13 時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで http://kunchi-ichi.jp/information.html

８月

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

６月・７月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶７月７日、庄原子育て支援施設（庄原ひだまり広
場）の落成式が行われ、いよいよこども未来広場の完
成です！

７月・８月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室　「麻ストール」
　と　き　7月29日㈪
　　　　　①９時～12時　②13時～16時
　定　員　①②各12人
　参加費　5,000円
▶展示・販売＆イベント
○庄原実業高校　庄実農業クラブ
　※学校で生産した農産物の販売
　と　き　７月 13日㈯　10時～
　　　　　８月 10日㈯　10時～
○瀬戸内海産物特選市（音戸ちりめん、珍味など）
　と　き　７月 13日㈯・14日㈰　※毎月開催予定

　市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる
市民ギャラリーです。
八谷和子絵手紙作品展
とき　８月８日㈭～10日㈯　10時～15時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工林業課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。
実施日 会　場 受付時間

８月８日㈭
JA 庄原本所 ９時30分～11時

庄原赤十字病院 12時30分～15時30分

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

令和元年５月末現在

♬
ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問児童福祉課 ☎ 0824-73-1214

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３５，１８１人（前年比－６８９人）　
男　　１６，７３８人（前年比－３０４人）　
女　　１８，４４３人（前年比－３８５人）
世帯数　１５，５５８世帯（前年比－１２２世帯）
[ うち外国人 ]　人口　４２７人（前年比＋４９人）
○庄原地域　１７，８９１人（７，９３６世帯）
○西城地域　　３，３５１人（１，４２１世帯）
○東城地域　　７，５８９人（３，５０４世帯）
○口和地域　　１，９６４人　　（８０２世帯）
○高野地域　　１，７３４人　　（６７５世帯）
○比和地域　　１，３３２人　　（６０６世帯）
○総領地域　　１，３２０人　　（６１４世帯）

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

７月21日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180
28日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023

８月４日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
11日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
13日（火）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255
14日（水）日伝医院 ☎08477-2-2180
15日（木）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
18日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151

　高保育所では、「お腹がすくリズムのもてる子ども」「楽し
く食べる子ども」「食べたいもの、好きなものが増える子ど
も」「一緒に食べたい人がいる子ども」「思いやりや感謝の
気持ちをもつ子ども」を目標に、地域の自然や人とのふれ
合いを大切にした食育活動を行っています。
　本年も、地域の皆さんと一緒にサツマイモの苗やトウモ
ロコシの種を植えました。毎年声をかけていただき、子ど
もたちはとても喜んで畑に出かけていきます。「おじいちゃ
ん」に植え方を教えても
らい、小さな２歳児も可
愛い手で土をかけまし
た。「大きくなってるか
な？」「どんなのができる
かな？」とわくわくしな
がら成長を見守るのも、
散歩の楽しみになってい
ます。

食べることが大好きな子どもに

　「市役所ロビーコンサート」100 回達成を記念し
て、演奏会を開催します。

市役所ロビーコンサート 100 回達成記念演奏会
しょうばらいいともコンサート

と　き　７月28日㈰　開場13時 30分　開演14時
ところ　庄原市民会館　大ホール
プログラム
【第１部　クラシック】
ピアノ五重奏/ピアノ二重奏
【第２部　邦楽】
大正琴/尺八/二胡/ピアノ/ベース/ドラム
【第３部　声楽・合唱】
オペラアリア独唱・重唱/オペラ「アイーダ」より凱旋
の合唱
【第４部　ジャズポップス】
ビッグバンド/創作ダンス「威舞希」

入場料
一般前売1,000円（当日1,200円）全席自由
小中高校生は無料(要整理券)
※未就学児の同伴・入場はご遠慮ください。
※無料託児サービスをご利用ください。（要予約）

チケット販売所
庄原市民会館、食彩館しょうばらゆめさくら、ジョ
イフル、ザ・ビッグ庄原店、ウイル西城、東城自治振
興センター、道の駅たかの

民具
　庄原歴史民俗資料館の展示内容を更新しました。江戸末期・明
治・大正・昭和にかけて、この地域で使われてきた生産用具や日
常生活用具などの民具を中心に九つのコーナーに分けています。こ
こに展示している民具は、先人たちがくらしの中で培ってきた智恵
や工夫によって生み出されてきたものです。
●明かり　白熱電球や蛍光灯が普及する以前のろうそくを光源と
する燭

しょくだい

台・提
ちょうちん

灯や明治時代に普及した石油ランプなどの照明器具
●祭る　県北各地で「とんど」などと同じ小正月の行事の一つと
して行われていた「とろへい」「とらへい」で使われていたわら人
形の馬や、神木や神社に祭られたわらで作られた龍など
●郷土人形　初節句を迎える子どもたちの健やかな成長を願って
贈られた三次人形などの土人形
●使う　衣食住に関わる日常生活で使われてきた多種多様な道具
●耕す　私たちの食生活を支えてきた米・雑穀・豆類・野菜をつ
くるための農具
●計る　時刻を計る柱時計、重さを計る棹

さお

ばかりや台ばかり、体
積を計る一斗升・一升升・一合升、長さを計る竹製物差し、計算
をするそろばんなど
●ひく　樹木を伐採するためののこぎりをはじめとするいろいろな
道具と、樹木を材料とするおけ作りや指し物大工の道具（かつて
の県北の地域では農業に並び林業は主要産業でした。）
●織る　養

ようさん

蚕と綿花栽培に関わるいろいろな道具（明治時代以降、
日本の近代化の過程で輸出品の第一位と第二位を占めていた生糸
と綿糸の生産は、農家にとって現金収入が得られる重要な副業で
した。）
●昔のくらしと現代のくらし　木・竹・粘土・稲わら・植物繊維
などの自然素材で手作りした昔の道具は、人が手作業で使うもの
で、その道具を使いこなすためには加減や要領を身に着けること
が必要です。それに対して現代の道具は、工場で大量生産され価
格も安く、電化された道具も多く操作も簡単で、さらに最近ではコ
ンピューターが内蔵されて全自動化された製品も多くなっています。
ここでは、60年前の道具と現代の道具が比較できる展示をしてい
ます。
　現代の生活は、はるかに便利で豊かになっている一方で、大量
のエネルギー消費による地球温暖化や、さまざまな製品の原材料
であるプラスチックの海洋流入による海洋汚染など、深刻な問題も
指摘されています。環境に優しい自然素材に支えられていた昔のく
らしを振り返り、現代の道具と昔の道具を比較しながら、私たちの
くらしのあり方について考える一助になればと願っています。

田園文化センター ☎ 0824-72-1159

（歴史民俗資料館・倉田百三文学館）

開館：10 時～17 時、 休館：月曜 （祝日開館・翌日休館）・年末年始

高保育所の園児と馬場地区の“おじいちゃん”

二十日大根は、薄く切って食べると「おいしくて、ちょっとからいよ」

　保育所の菜園では、夏野菜がぐんぐん大きくなっていま
す。二十日大根・キュウリ・オクラ・トマト・ピーマンなど、
自分たちで植え、収穫し、素材の味を知ったり、調理して
味わうことで、「食」の楽しみや大切さを感じています。「採
れた野菜で何ができるかな？」と、先生や友だちと考えたり、
クッキングをしたり、みんなと一緒に楽しく食べたりする
ことは、生涯にわたる「食を営む力」の基礎を培うことに
つながります。何でもお店で売っていて、調理したおかず
も沢山ある現代だからこそ、保育所では、遊びや生活の中
で五感をたっぷり使って感じること、また、手間暇をかけ
たり、身近な人と一緒に喜び合う体験を大切にしています。

“おじいちゃん”に植え方を教わっています
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